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               論   文   の   要   旨 
 
 審査対象論文で著者は、アフリカの天水条件の水分欠乏下における安定多収を目的として開発されたアジア






































               審   査   の   要   旨 
  
 NERICAはアフリカの食糧問題を解決する切り札として大きな期待がかけられ普及が進んでいるが、その品種
特性や栽培技術に関する情報は必ずしも十分でない。著者は、主要なNERICA品種に一定の強度の土壌水分スト
レスを与え、収量および収量構成要素に及ぼす影響を日本の陸稲または水稲品種と比較検討し、品種間差異を
もたらす形態および生理機能を解析した。その結果、土壌水分ストレスによってNERICA品種の収量が低下する
要因を、ストレスを受ける生育時期ごとに穂ばらみ期の穎花の退化のしやすさ、穂ばらみ期～開花期の葯の裂
開不良による受粉障害、登熟期の穎果でのデンプン合成関連酵素の活性抑制による発育停止率の増加などの要
因を明らかにするとともに、NERICAの中にもこれらの形質に品種間差があることを認めた。本研究は、水分ス
トレスによるイネの穎花形成、開花受精および登熟阻害の生理機構の解明に関する新たな基盤情報であると同
時に、NERICAの品種改良や栽培改善の方向を示すなど応用面で貴重な成果であり、今後の天水条件下における
NERICA品種の技術開発や普及に貢献するものである。 
 令和元年７月２３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
